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10月の行事予定

障がい者相談会　　　　　　　（９日）
障がい者相談会定例会　　　　（11日）
心配ごと（住民）相談　　　　　（12日）
民協例会　　　　　　　　　　（21日）
心配ごと（住民）相談　　　　　（26日）
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※新型コロナウイルス感染症の感染状況
　次第では、中止となる場合があります。
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成年後見人制度とは
　認知症、知的障がい、精神障がいなどの理由で判断能力が不十分な人は、不動産や預貯金などの財産を管理し
たり、身のまわりの世話のために介護などのサービスや施設への入所に関する契約を結んだり、遺産分割の協議
をしたりする必要があっても、自分でこれらのことをするのが難しい場合があります。また、自分には不利益な
契約であってもよく判断ができずに契約を結んでしまい、悪徳商法などの被害に遭うおそれもあります。このよ
うな判断能力の不十分な人を保護し、支援をするのが成年後見制度です。

町包括支援センター
事務所移転について

　町地域包括支援センター事務所内の雨漏
りにより、調査・改修工事が必要となりま
したので、９月６日（月）から、福祉保健
センター「湯の香苑」に一時的に事務所を
移転しました。業務内容はこれまでと変わ
りません。
ご不便をおかけしますがご了承ください。
●移転先住所
　〒８６１－４４１２
　下益城郡美里町佐俣３３８
　福祉保健センター湯の香苑内
　☎ ４７－７００５
　FAX ４６－３４４６
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資金種類 学校種別など 貸付額 利率

教
育
支
援
資
金

教育
支援費

高等学校 月額 35,000 円以内

無
利
子

高等専門学校 月額 60,000 円以内

短期大学 月額 60,000 円以内

大学 月額 65,000 円以内

就学支度費 － 50 万円以内

後見
判断能力が常時
欠けている人

判断能力が著しく
不十分な人

判断能力が
不十分な人

公証役場で、判断能力が不十分になった時
に備えて、誰にどのような援助をしてもら
うか、あらかじめ決めておきます。

家庭裁判所によって
成年後見人などが選
任されます。

法定後見制度

判断能力が不十分に
なってから事前に決め
た後見人が支援します。

任意後見制度

▶

▶

▶

保佐

▶

補助

自分のために・・・
みんなの安心・・・

町社会福祉協議会（☎ 47-0065）にお問い合わせください




